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any（エニー）とは、ラテン語の「新芸術（=ars nova）」と「山口（yamaguchi）」の頭文字を組み合わせた言葉です。

C O N T E N T S

特集

03 劇作家・
 鴻上尚史が
 伝えたいこと

「僕たちの好きだった革命」

鴻上尚史インタビュー

ピックアップイベント

08 春の空気が
 新しい出会いを届ける

山口情報芸術センター
長期展示作品シリーズ scopic measure

#09  newClear／#10  高嶋晋一
身体×メディアによる表現を紹介

sound tectonics #7  「ATAK NIGHT 4」
革新的なサウンドアーティストがYCAMに集結

中原中也記念館

企画展Ⅰ 「第14回中原中也賞」
今年の中也賞は、芥川賞作家・川上未映子のデビュー作!

山口市民会館

都響金管メンバーによるミニコンサート
金管5重奏団による楽しいトーク付きミニコンサート

12 any通信
◎アーティストボイス 永井 愛 （劇作家・演出家）
◎お先に試写しました 「ワンダーラスト」
◎いただきます 日替わりベジタブルランチ  （「FRANK」）

◎GOOD GOODS 中原中也ソングブック「サーカス」（中原中也記念館オリジナルCD）

◎My Favorite  山口市民会館職員

14 イベントカレンダー　4～6月
INFORMATION

平成21年 4月1日発行
発行：財団法人山口市文化振興財団
本誌記事の無断転載を固く禁じます。
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◎子供のころからこんなに素晴らしい施設、アーティストを直接みる、話すことのできる場があることにうらやましく思いました。
　 （30代女性　「The Rainy Table」関連企画「バックステージツアー（YCAM茶話会）」より）

◎外国のパフォーマンスは2回目ですが、いずれも対世界との取り組みが日本と違ってドライでいいなと思いました。 （50代女性　「Op.∞」より）

◎母親龍の背中につかまった時、“あったかい・・・”のセリフ、涙がでました。見終わった後、子供たちがキラキラ笑顔でした。 （40代女性　前進座「龍の子太郎」より）

◎龍の子とおかあがさいごに会うのがロマンチックだった。 （10歳未満男性　前進座「龍の子太郎」より）

◎中也のイメージが変わった。今までよく知らぬまま、詩の表面のみをなでていたが、
　手紙や、彼の言葉がとても素直で感情的で、人間味を強く感じた。 （20代女性　「友情―君と僕との命はかゞり」より）

◎reacTableは夢中になってしまうくらい楽しかったです。 （20代女性　「ミニマムインターフェース」展より）

テレビドラマや映画で多数ヒット作を生

み出している堤幸彦さんとの共同企画と

いうことですが・・・。

もともとは堤監督との話し合いで生まれ
た作品で、監督は映画にしたかったんだ
ね。もうずいぶん前のことで6、7年前にな
るかな。堤監督とお酒を飲んでいて「こん
なアイディアがあるんだよ」と話してくれ
たのが、めちゃくちゃおもしろくって。「鴻
上さん、シナリオ書いてくれる?」と言うか
ら、「おう、書く書く」って答えたの。本来
僕は人のアイディアでシナリオを書いた
りしないんだけど、この作品は聞いたとき、
世に出さないといけない作品だと思った
ので、映画のシナリオを書いたんだよね。
それでその当時の映画会社の社長に見せ
に行ったら、その社長が「おれ学生運動
嫌いなんだよね」と言われて…。で、終わっ
たんだよ。撃沈。それから堤監督と「映画
にできるところをどこか探さないとね」と
話していたんだけど、なかなかキャスティ
ングなり、予算とかでうまく映画のGoサ

インが出なかったのね。だから僕がじれ
て「じゃあ、先に芝居にしちゃうよ」と言っ

て「いいよ、いいよ」ということになって芝
居にしたのが、2年前の2007年かな。最
初に映画のためにシナリオを書いたのは
2000年の初頭だと思います。

映画のために書いたシナリオを舞台にす

るというのは、大変だったのでは?

確かに映画と舞台は違う。映画は簡単に
場所を変えられるし、設定もぽこぽこ変
えられるけど、舞台はそんなにすぐに変え
られないからね。ただ、当初、堤監督から
聞いていたのは大まかに69年にガス銃
の水平撃ちを受けて意識を失った男が
「現在」に目を覚ますという設定だったん
だよ。ところがどんどん時間がたっちゃっ
て、団塊の世代の両親をもつ高校生とい
う設定がだんだん無理になってきたの
で、色々考えて99年の設定にしたのは僕。
だからストーリーとしては堤監督の原案
があるんだけど、本を書いたのは僕だっ
たので、作品にしやすかったところはあり
ます。でも映画を舞台に読み替えるとい
うか、翻訳するというのはなかなかしんど
かったですけどね。

映画だったら  

よりおもしろかった  

だろうなと思われる  

のは悔しいから。

他に舞台にされる上でこだわった部分と

いうのはありますか?

やはり舞台のおもしろさが出ないといけ
ないと思っていて、映画だったらよりおも
しろかっただろうなと思われるのは悔し
いから。映画は映画のおもしろさ、舞台は
舞台のおもしろさというのをすごく強調
しようと思ったわけ。映画だと機動隊を
100人出すとか、生徒が600人いるとか
映像にするのは簡単なんだけど、舞台で
そんなことやっていたら山口まで行けな
くなる。だからそこは20人ほどの俳優さ
んが演劇的な想像力でいろんな人になっ
たりだとか、体育館の生徒を表すとか、そ
ういうことを予算がないからとかじゃなく
て、演劇的に豊かな方向で、映画的な風
景を翻訳することを楽しもう、そんなこと
をすごく気にしつつやりましたね。

作品の中で出てくる1969年という時代

は、ちょうど鴻上さんは小学生くらいで

すよね? ニュースなどで学生運動のこと

はご存知でしたか?

僕はそのころ、小学4年か5年生くらいか
な。ほとんど記憶にないね。文化祭は先生
が決めるもんだし、学校の規則は変えら
れるはずがないと思っていた。そうやって
生徒が管理され、校則で縛られるのは当
り前というような時代を生きてきたけど、
僕が高校生くらいのときに「制服を着たく
ないから制服を廃止した高校や、文化祭
で先生がこれはだめだと言ったものを、
『いや、やりたいから』と言って強引にやっ
た高校生がどうも69年くらいにはいたら
しいよ」というのを、歴史の出来事のよう
に後々発見したわけだよ。それでなんか
面白そうだな、うらやましいなあ、というの
があって調べたわけ。学生運動というの
は、70年に入っていくと、内ゲバだったり、
非常に陰湿なものになっていくんだけど、
68、69年というのは、本当に若い奴らが、
自分の文化を作るためにある意味壮大な
お祭りとしてやったところがたくさんあっ

てね。バリケードも要は椅子や机を積み
上げて校門塞いで、教師や警察を入れな
いようにして、でも中でちゃんと自分たち
が本当に知りたいと思っている授業をや
るとかね。それがお祭りのように繰り広げ
られていたのを後から知ったんだね。

たぶん何も解決して  

いないまま続いている  

と思っているから  

じゃないかな。

なぜいま学生運動をとりあげるのでしょ

うか?

それは堤監督も僕も同じ思いだと思う。
堤監督は、俺より3つくらい上かな。彼は
大学生のころにヘルメットかぶって学生
運動をやっているんだよね。ぎりぎりだけ
ど。でもね、なんでとりあげたかというと、

学生運動をやっていたからではなくて、
あの当時言われていたことが、たぶん何
も解決していないまま続いていると思っ
ているからじゃないかな。あの当時学生
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◎あらすじ

1969年、高校2年生の山崎孝

義（中村雅俊）は、学園紛争で機

動隊と乱闘中、ガス弾を受け意

識不明に陥る。30年ぶりに意識

を取り戻した彼は、かつて自分

がやり残したことを実現するた

め、母校に復学することを決意。

だが、高校は様変わり。生徒た

ちに主義主張はなく、教師たち

もことなかれ主義。だが、あると

き事件は起きる。学校側が一方

的に文化祭の企画をつぶそうと

していることが発覚。47歳の高

校生、山崎と、現代の高校生、日

比野と未来たちが手を結びに

ぎりあう。山崎に引っ張られる

ように、日比野、未来はアジビラ

を作り、グランドでの要求集会

を呼びかける。「文化祭を我らの

手に！」。だが、その活動も、かつ

て山崎と行動を共にした闘士た

ちによって阻まれることになる。

果たして、山崎たちは自分たち

の手で自主文化祭を無事行うこ

とができるのか・･･。

鴻上尚史 　Kokami Shoji
1958年愛媛県生まれ。劇作家・演出家。早
稲田大学法学部卒業。81年、早大演劇研
究会を中心に劇団第三舞台を結成。以降、
数多くの舞台作品の作・演出を手がけ、「朝
日のような夕日をつれて」（87年）で、第22

回紀伊國屋演劇賞団体賞、「スナフキンの
手紙」（95年）で第39回岸田國士戯曲賞を
受賞。舞台公演のかたわら、エッセイスト、
ラジオ・パーソナリティ、テレビの司会、映
画監督など幅広く活躍中。著書に「発声と
身体のレッスン」（白水社）、「表現力のレッ
スン」（講談社）など多数。
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P R E S E N T

「僕たちの好きだった革命」の
公演チケットや関連書籍、
出演者のサインなどを
プレゼントします。

【申込方法】 ご希望の方は下記のプレゼント番号
を明記の上、住所・氏名・年齢・電話番号・e-mail

等の連絡先、今号の「any」の感想をご記入の上、
4月30日（木）までにハガキ（当日消印有効）・FAX・
e-mailでご応募ください。

●A  「僕たちの好きだった革命」
公演チケット（ペア5組）

●B  小説「僕たちの好きだった革命」（１名）
※サイン入り

鴻上尚史著、角川学芸出版、
2008年刊。

●C  中村雅俊サイン色紙（１名）

●D  片瀬那奈サイン色紙（１名）

【あて先】 〒753‐0075  山口市中園町7-7

（財）山口市文化振興財団
「any vol.68 特集プレゼント」係
FAX：083-901-2216　e-mail：any@ycfcp.or.jp
※当選の発表は、発送をもってかえさせていただきます。

◎素晴らしい生演奏に出会えて感激 !! もっとPRをして一人でも多くの人に聞く機会を与えてほしい。 （「Op.∞」関連企画「カラダで感じる生演奏（YCAM茶話会）」より）

◎直筆の原稿や手紙等、直に読め、見られてよかったです。 （60代女性　「中也の兄弟たち」より）

◎案内すらインタラクティブアートになっていて素晴らしいと思った。このような展示は大変うれしい。 （「ミニマムインターフェース」展より）
◎説明文が分かりやすく、でも中也への愛に満ちていました。 （20代女性　「友情―君と僕との命はかゞり」より）

KOKAMI@network  vol.10

「僕たちの
好きだった革命」
2009年6月29日（月）　19:00開演

会場：山口市民会館　大ホール

［チケット情報］ any会員先行予約　4月4日（土）～
  一般発売　4月18日（土）～
［料金］全席指定　※未就学児入場不可
前売 一般 S席 4,000円　A席 3,000円
 ※any会員は各500円引

当日 S席 4,500円　A席 3,500円
 ※当日券は割引の対象外

［企画原案］堤 幸彦
［企画原作・脚本・演出］鴻上尚史
［出演］中村雅俊、片瀬那奈、塩谷 瞬、森田彩華、
　　　GAKU-MC、大高洋夫、田島令子　ほか
　
関連イベント

劇作家・鴻上尚史が語る
舞台「僕たちの好きだった革命」
2009年4月5日（日）　13:00～
会場：山口情報芸術センター　ホワイエ
本作品の原作者であり、脚本・演出を手がける鴻上尚史を招い
てトークイベントを開催。「僕たちの好きだった革命」ができあ
がるまでのエピソードや裏話、見どころなどを作者本人が語り
ます。あわせて、独自の手法を使った演劇ワークショップを各地
で行うなど、その幅広い活動についても紹介します。

［料金］無料 （申込不要）

【学生運動】　学生によって展開される、政治的・社会的な活動のこと。日本で最も盛り上がりを見せるのが、1960年の安保闘争、68年から70年の全共闘運動、
学生闘争のとき。68年頃から登場する全学共闘会議（全共闘）は党派や学部を越えた組織として大きな勢力となっていき、鎮圧していく警察の機動隊とぶつか
りあうようになる。70年以降は、暴力をともなう内部紛争（=内ゲバ）へと激化していき陰惨なものになるが、80年以降には学生運動そのものも影をひそめていく。

わかる！
キーワード

 （30分前開場）

の反乱があって抗議の声をあげていたけ
ど、それがちゃんと解決されているんだっ
たら改めてとりあげる必要はないと思う。
だけど、あの当時みんなが言っていたこ
とが、何も解決されないどころか、少しも
いい方向に進んでいないと思うから、あの
時代からやってきたドンキホーテを想像
したんだと思うんだ。本当の意味での学
問とは一体何だろうというところを、学生
運動は問いかけていたのに、それに対し
ては未だに何の答えも出ていないという
ところがある。

彼が「クラスメイトじゃ  

ないか」と発した時の  

おおらかさというか、 
圧倒的な説得力は  

衝撃だったね。

キャストについて、中村雅俊さんを主役

に選ばれた理由は? たくさん青春ドラマ

に出ていらっしゃって、まさに「青春」を

背負っていらっしゃるような方ですよね。

本当にそう。日本が一番希望に満ちてい
た高度経済成長と呼ばれる、いわゆる不
況とは真反対の、世の中の矛盾は色々あ
るけれど、間違いなく僕たちは希望に向
かって進んでいるんだということを日本
人全体が信じられていた時代を象徴・強
調する人だね。それは実はキャスティン
グした段階ではよく分かっていなかっ
たけど、稽古場で中村さんが微笑みなが
ら「だってクラスメイトじゃないか」とい
う台詞を言ったときに、稽古場全体に衝
撃が走ったんだよね。その説得力に。「そ
おだよなあ。クラスメイトなんだよな」と
いう気持ちになって。今だったらそんな
ことを言われたも「馬鹿じゃないの」と
思うんだけど、誰かが中村さん演じる山
崎に向かって「何でそこまでやってくれ
るの?」と聞いた時に、彼が「クラスメイ
トじゃないか」と発した時のおおらかさ
というか、圧倒的な説得力は衝撃だった
ね。それは稽古が始まってまだ2・3週間
目だったんだけど、この人にキャスティ
ングを頼んで本当に大正解だったと
思ったよ。

片瀬那奈さんはいかがですか?

那奈は、初演の時が初舞台だったんだけ
ど、いまどきの女の子という感じがして、
すごく可能性を感じたので、ちょっとやっ
てくんねえかなと思って頼んだら、これも
大正解だったね。とても初舞台とは思え
ないくらいのいい演技だったね。

他のキャストについては?

塩谷瞬は映画「パッチギ」を見てすごく感
動したんでね。すごく素敵だなあと思っ
て。今回も同じようにかなり優柔不断な頼
りない感じの男の子の役で、好きな女の
子に気持ちを打ち明けられなくてうじう
じしているところなんてまさにそう。そう

いう意味でぴったりだよね、今回の役に。

ずばり、今回の作品の一番の見どころは?

作品の見どころとしては、中村さんの世
代、いわゆるおじさんおばさんの世代と、
それから若い世代の両方のぶつかり合い
かな。だから結果としてこの作品は非常
に幅広い世代に楽しんでもらえる作品に
なったなと思う。ラッパーのGAKU-MC

さんには、中村さんが歌うのを周りで見
ているシーンがあって、その時自然に客
席が見えるんだよね。初演の時、GAKU

さんが芝居が終わった後で、「いや～、今
日はなんかぼろぼろ号泣しているオヤジ
がいましたよ」と言っていて、びっくりし
たことがあって…。つまりは年を重ねてき
た団塊の世代も感動できる。それは若い
人たちも同じ。中村さんが演じている山
崎というのは、ある意味ドンキホーテで、
傷ついても傷ついても風車に向かって進
んでいくような存在で、「正しく負けなけ
ればいけない」「何回負けてもいいんだよ」
という山崎の言葉に対して、片瀬ちゃん
が演じる「未

み く

来」とか、瞬が演じる「日々野」
をとおして、非常に共感を得るというか。
若い人は若い人で自分たちの存在を、中

村さんから認めてもらって、生きていく勇
気をもらうみたいな。だから若い人は若
い人なりに楽しめるし、年配は年配なりに
感動できる芝居になったというのが一番
の見どころじゃないかな。

最後に、読者にメッセージをお願いします。

山崎のある種、ドンキホーテぶりをみるこ
とで、自分が何をしなければいけないの
かを、自分なりに考えるようになる。つま
り山崎から勇気をもらうんだよね。山崎は
笑われても、笑われたことに対して気に
していないというかさ。それはいまの若い
人たちが周りをすごく気にして、まず笑わ
れないこととか、恥をかかないことを気に
するわけだけど、山崎を見ていると「いや、
恥をかかないことよりも、笑われないこと
よりも、もっと大切なことが山ほどある」と
いうことに気付くんじゃないかな。だから、
若い人にも何かを残した作品になったの
で、すごくよかったなと思っています。
山口は僕にとって初めての土地。たくさん
の方が僕の作品を観に劇場に来てくださ
ることを願っています。

恥
を
か
か
な
い
こ
と
よ
り
も
、

笑
わ
れ
な
い
こ
と
よ
り
も
、

も
っ
と
大
切
な
こ
と
が

山
ほ
ど
あ
る

中村雅俊　Nakamura Masatoshi
1951年宮城県生まれ。歌手・俳優。大学卒業と同時に文学座入団。青春ドラマ「われら青春」の主役に抜擢され人
気を博す。永遠の青春俳優としてテレビ、映画、舞台で活躍中。また歌手活動やテレビ番組の司会を務めるなどマ
ルチな才能を遺憾なく発揮する今最も注目されるタレントの一人。

「初演のとき、だいたい俺と同じ世代、団塊の世代の人たち

は勿論、若い人たちも非常に感激して帰っていただいたこと

を覚えています。終演後の楽屋でも、ものすごい熱気をとも

なって会いに来てくれたんですよ。今回の再演にあたって、

いろんな方々に舞台を見に来ていただきたいです。熱情を注

ぎ込める『何か』を求めてる人にも大きな刺激を与えられる

作品だと思います」

片瀬那奈　Katase Nana
1981年東京都生まれ。女優・タレント。99年、ドラマ「美少女H2」主演でデビュー後、数々のドラマ・映画・CMに出
演。07年の初演「僕たちの好きだった革命」で、舞台に初挑戦。初めてとは思えない堂々とした演技に注目が集まっ
た。映画「フラガール」の舞台化（08年）では、主演を務める。

「この作品は、99年のお話で、私もそのころ高校生だったの

で、演じるというよりは昔の自分をよみがえらせながら等身

大でできたらいいなと思っています。学生運動もあり、時代

背景が色々出てきますが、どの時代でも同世代では同じよう

なことを考えて、同じように悩んで、葛藤している。現代、過

去、未来って繋がっているんだってこの作品を観ると改めて

思います」
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◎中也の兄弟たちの知らなかったことや中原家のこと、時代の背景も伺えた。 （60代女性　「中也の兄弟たち」より）

◎子どもたちにも自分にできることを考え、食べものに感謝できる子どもに育ってほしいです。 （30代女性　前進座「龍の子太郎」より）

◎とにかくおどろきの連続だった。不思議と見たあと開放的な気分になった。 （20代男性　「Op.∞」より）

◎人のために力をつかう。いつでもだれかを思っている。そんな太郎をみならわないとなぁ、と思いました。 （10代女性　前進座「龍の子太郎」より）
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作に次回作も期待せずにはいられない…。

と、言いながらも、映画ではなく、また別の

何かを始めるのではないかとも憶測してみ

たくて仕方がない。

松冨淑香 （YCAM シネマ担当）

最近作「書く

女」と「歌わせ

たい男たち」は

共に山口で千

秋楽を迎えた

ので、解放感と

寂しさの入り混

じった思い出が

あります。

「書く女」は樋口一葉の作家としての成

長を追ったものですが、山口でのラスト

ステージは、奇しくも一葉の命日。朝から

しっとりと雨が降り、ふだんなら客足を心

配する皆も、「一葉さんが別れを惜しんで

「萩家の三姉妹」 （出演：渡辺えり子 ほか）

2003年11月12日（水）・13日（木）
会場：山口情報芸術センター スタジオA

「書く女」
（出演：寺島しのぶ、筒井道隆 ほか）

2006年11月22日（水）・
23日（木・祝）
会場：山口情報芸術センター
　　スタジオA

「歌わせたい男たち」
（出演：戸田恵子、近藤芳生 ほか）

2008年5月1日（木）
会場：山口市民会館　大ホール

永井 愛 （劇作家・演出家）
日本を代表する劇作家として活躍を続ける永井愛さん。ご自身が主宰を務める劇団二

に と し ゃ

兎社では、こ
れまでに3作品を山口で上演。そのうち2作品は山口が最後の上演地だったこともあり、思い出も
深いご様子。たくさんの優れた舞台作品を世に送り出し、多くの地で上演を重ねてこられた永井さ
ん。山口ではどのような思い出がその胸に刻まれたのか、教えてください。

ラーメンズ、完売御礼!
人気コントグループ“ラーメンズ”の新作公

演「Tower」を5月16、17日に山口情報芸術

センターで行います。すでにチケットは完

売。残念ながら今回チケットを逃した、とい

う方、また次回にご期待ください。
（当日券については、公演日近くにお問い合わせください。）

◎最先端のテクノロジーとダンサーの体をつかって操作するというアナログ的な部分が不思議な空間でした。 （40代男性　「Op.∞」より）

◎友人と一緒に見ることができたからよかった。中也の友人への接し方は、私と正反対の方法で、でも私の憧れの方法で、何だかほほえましいというか、
　心がじーんとしました。 （20代女性　「友情―君と僕との命はかゞり」より）

◎ふだん見られないところが見られてとてもおもしろかった。これからは見方をかえてみたい。 （10代女性　「The Rainy Table」関連企画「バックステージツアー（YCAM茶話会）」より）

中也に捧げる詩と音楽の日
詩人・中原中也の誕生日に毎年行われる「空

の下の朗読会」。この日、中也記念館の前

庭は、詩の朗読会やゲストによる音楽コン

サートなどでにぎわいます。朗読会は一般

の方も参加OK。自慢の自作詩をひっさげ

て、あるいはお気に入りの中也の詩を選ん

で、参加してください。またコンサートでは、

60・70年代に日本のフォーク界をリードし

た「六
ろくもんせん

文銭」が、名前を「まるで六文銭のよ

うに」と変えて登場。中也の詩「サーカス」

や「月夜の浜辺」などを歌で聴かせてくれま

す。同日夕方からは場所を変え、中也賞の贈

呈式や記念講演も行われますので、こちら

もご参加を。

中原中也生誕祭「空の下の朗読会」
2009年4月29日（水・祝）
13:00～15:00 （詩の朗読希望者は12:30より受付）

会場：中原中也記念館　前庭
       （雨天の場合、ホテルニュータナカ）
［出演］まるで六文銭のように
          （小室 等・及川恒平・四角佳子・こむろゆい）

［料金］無料 （当日は、記念館への入館料も無料）

「第14回中原中也賞贈呈式＆記念講演」
2009年4月29日（水・祝）
16:30～17:00  「贈呈式」
17:20～18:20  記念講演
「中原中也─フランスへの旅」
（佐々木幹郎／詩人）

会場：ホテルニュータナカ
［料金］無料 

解放感と寂しさが入り混じるなかで

永井 愛　NAGAI Ai

劇作家・演出家。81年、大石静と二兎社を設立。94年から制作
の「戦後生活史劇三部作」は、時代の変化を個人の生活の場
から描く群像劇として、大きな反響を呼ぶ。99年「兄帰る」で
第44回岸田國士戯曲賞を受賞。05年「歌わせたい男たち」で
読売演劇大賞最優秀作品賞・朝日舞台芸術賞グランプリをダ
ブル受賞。社会批評性のある作品を生みだす劇作家としてい
ま最も注目を集める1人。

ロンドンに住み大きな夢を持つ3人の若者

達。でもその現実は…。よくありそうな青春

ストーリーなので、「観る気にはならない…」

という人もいるかもしれないが、あのマドン

ナの映画監督デビュー作と説明すれば、興

味を持つ人も俄然多いのではないだろうか。

マドンナ自身を投影したという主役の3人

の若者達はとても魅力的。彼らを中心とし

た人物網の中で繰り広げられるドラマの中

には、葛藤や挫折・絶望はあれど、それぞれ

のささやかな愛があり、彼らの夢が実現へ

と近づいていけるような明るい伏線を感じ

ることができる。劇中で頻繁に語られる哲

学的な言葉も、難解な押し付けがましさな

ど感じさせず、サウンドトラックとスタイ

リッシュな映像が強く印象に残る。一見、挑

発的には見えるが、常に前向きに人生を生

き、夢をかなえ続けてきたマドンナ自身の

哲学とこだわりを垣間みることが出来た本

「ワンダーラスト」
（2008年／イギリス／84分／カラー）

第58回ベルリン国際映画祭 パノラマ部門正式出品
第22回東京国際映画祭 特別招待作品

やわらかな日差しを浴び、青い空に向かって真っ直
ぐに伸びるサビエル教会の姿は、気持ちよさそうに
背伸びをしているかのよう。毎日休むことなく時を
刻み、町中に響き渡るその鐘の音は、今日も私に時
の流れを教えてくれます。

M.Y （山口市民会館職員）

2009年6月 5日（金）  13:30～／19:00～
  6日（土）  13:30～／15:30～
  7日（日）  13:30～／15:30～
会場：山口情報芸術センター　スタジオC

［料金］ 一般 1,000円　　any会員／学生 800円
 ジュニア（18歳未満）／シニア（65歳以上）
 障がい者／介護の同行者1名 500円

体がよろこぶ野菜ランチ
大きな木のお盆に、ご飯とみそ汁、メインのおか
ずに、4種類の小鉢とサラダが、どかんと乗って
運ばれてきた! 本日のメインは、外は揚げたてぱ
りぱり、中はふわふわの“がんもどき”。口に入れた
瞬間からじゅわーっと広がるだし汁がおいしくっ
て、体に沁み込みます。メルヘンファームから届
いた生野菜のサラダは、くせがなく、野菜本来の
甘みに感激 !! その他にも、菜の花・小松菜のおひ
たし、玄米ごはんに麦みそのみそ汁など、おいし
いだけじゃなくてどれも体をきれいに元気にし
てくれるFRANK自慢の野菜ランチ。ゆったりと
過ごせるお座敷スタイルの空間にも気持ちが和
みます。（any会員限定のポイントカードあり）

「FRANK（フランク）」
山口市道場門前 2-4-19-2F
TEL.083-932-4836
営業時間：12:00～23:00　火曜休み

中也の詩を音楽でお楽しみください。 
毎年、4月29日の中原中也生誕祭では、中也の詩
をもとに、音楽家たちが新しく曲を作って歌い、詩
人が朗読するコンサートが行われてきました。こ
のCDには、そのとき生まれた曲を中心に、おお
たか静流や小室等たちの歌、ピアノによるインス
トゥルメンタル、詩人・谷川俊太郎の朗読とピア
ノのコラボなど、選りすぐりの声と音楽が収録さ
れています。また、中也自身の朗読を聴いた経験
をもつ詩人・草野心平が「サーカス」を朗読（昭和
46年発行・レコード「中原中也の世界」より）。その
語り口は胸に響くものがあります。中原中也記念
館あるいはネット（http://www.chuyakan.jp/の
「記念館オリジナルグッズ」）でお求めください。

価格：3,000円（税込）　11曲収録／2004年 
参加アーティスト：おおたか静流、小室 等、谷川俊太郎、
フェビアン・レザ・パネ、草野心平 ほか

中原中也記念館オリジナルCD

中原中也ソングブック「サーカス」

日替わりベジタブルランチ
1,050円（税込）

冬の眠りから目覚めた虫や植物たちが
一斉に活動を始めるこの時期。
なんだか自然と外へ出かけたくなる、
そんな気分になります。

るんだ」なんて、かえって励まされたもの

でした。湯田温泉を何度も楽しんだ一葉

役、寺島しのぶさんのホッと緩んだ表情

がつややかでした。

「歌わせたい男たち」は、都立高校での「君

が代」斉唱問題に取り組んだ喜劇。初演

から数えて110回目の最終公演を終えた

後、戸田恵子さんたち出演者と夜の瑠璃

光寺を訪ねました。ライトアップされた五

重塔を見上げていると、「終わったなぁ」

という感慨以上の歴史的な時間に吸い込

まれてゆくようでした。戸田さんのブログ

の写真の中で、五重塔は今もあの夜の輝

きでいます。

◎突然はじまり唐突に終わる。反復する動きやダンサー2人の会話。チェロの音色や映像がコラージュのようで鮮烈でした。 （「Op.∞」より）

◎中也の知られざる素顔がみえて、親近感がわいた。 （50代女性　「中也の兄弟たち」より）

◎息づかい等も一つの音として表わしているところがとても興味深く感じました。 （30代女性　「Op.∞」より）

◎メディアアートは惑いさえうまく取り払えば、幅広い年代に訴えられる分野だと思いました。 （30代女性　「ミニマムインターフェース」展より）

「ワンダーラスト」
［監督］マドンナ　［出演］ユージン・ハッツ、ホリー・ウェストン、ヴィッキー・マクルア、リチャード・E・グラント

ミュージシャンとしての成功を夢見るAK、バレリーナとして舞台に立つことを夢見て、日夜練習に励むホリー、
アフリカの貧しい子どもたちを救いたいと願うジュリエット。ロンドンで同じアパートに住む、若者たちの日常を
描いた青春ストーリー。絵本作家、女優など、多くの顔をもち、世界中が常にその動向に注目する、アメリカのポップ
スター・マドンナの映画監督デビュー作。
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◎自分の日常で接することのない演奏会でした。たまたまポスターを見て参加しました。大変良かったと思います。 （「Op.∞」関連企画「カラダで感じる生演奏（YCAM茶話会）」より）

◎中也の兄弟たちとのおもしろいエピソードもあり、楽しかったです。 （60代女性　「中也の兄弟たち」より）

◎1つのモーションが文字を形成する1部になっているというのも面白いと思いました。 （20代女性　「Op.∞」より）

◎頭ではなく感じとることで純粋になれた気がする。来て良かった。 （20代女性　「ミニマムインターフェース」展より）

◎友人を中心に短い生の中の中也が浮かび上がってくる。 （50代女性　「友情―君と僕との命はかゞり」より）

◎自身が作品の一部になるというめずらしい体験ができた。とても面白かったです。 （「ミニマムインターフェース」展より）
◎まばたきで画面が変わるやつには、かなりドッキリしました。 （10代女性　「ミニマムインターフェース」展より）

◎赤鬼が一人ぼっちだったけどかわいくて好きになった。 （10代女性　前進座「龍の子太郎」より）




